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かわまた議会だより

１
０
９
億
９
５
１
５
万
７
千
円
に

（
１
億
８
０
９
３
万
１
千
円
増
額
補
正
）

●
議
案
第
89
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　

①　

小
島
財
産
区
か

ら
繰
り
入
れ
て
実
施
す
る
事

業
の
中
身
は
。

②　

古
関
裕
而
氏
ゆ
か
り
の

地
Ｐ
Ｒ
の
内
容
は
。

③　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
こ

れ
ま
で
ど
れ
く
ら
い
発
行
し

活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

①　

長
寿
山
周
辺
に
東

屋
と
鐘
を
設
け
て
観
光
資
源

と
す
る
計
画
で
す
。

（
総
務
課
長
）

②　

古
関
裕
而
氏
の
曲
に
よ

る
音
楽
祭
を
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
経
費
は
、

の
ぼ
り
旗
、
垂
れ
幕
の
ほ
か

オ
ル
ガ
ン
修
理
な
ど
で
す
。

（
産
業
課
長
）

③　

１
６
８
０
枚
発
行
し
、

身
分
証
明
、
電
子
申
告
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
町
民
税
務
課
長
）

答

2

総決算 ―決算議案は
　　厳しい意見をつけて認定―

　

令
和
元
年
第
４
回
議
会
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30
年
度
各
種
事
業
を
総
括
す
る
決
算
審
査
の

ほ
か
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答

質
問

　
　
　

①　

長
寿
山
整
備
の

実
施
主
体
は
。
な
ぜ
町
会
計

を
通
す
の
か
。

②　

選
挙
費
を
補
正
す
る
理

由
は
。

③　

道
の
駅
の
仮
設
店
舗
の

詳
細
は
。（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①　

小
島
地
区
林
業
組

合
が
実
施
し
ま
す
。
前
例
を

踏
襲
し
こ
の
よ
う
な
手
法
を

選
択
し
ま
し
た
。（総

務
課
長
）

②　

入
場
券
の
仕
様
変
更
に

伴
う
郵
便
料
の
増
等
に
よ
る

も
の
で
す
。　
（
総
務
課
長
）

③　

既
存
の
ト
イ
レ
の
南
付

近
に
３
店
舗
設
置
し
ま
す
。

（
産
業
課
長
）

答 質
問

消防団員報酬・手当を増額

　消防団の寄附集めは法令違反の疑いがある
ため、活動に不足する額を充当し、増額する
もの。

9月議会で決まった
主な予算

9月議会で決まった
主な予算

9月議会で決まった
主な予算

令
和
元
年
度
一
般
会
計

令
和
元
年
度
一
般
会
計

1170万円
※23ページ、26ページに関連記事
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平成30年度の9月議会
定例会

井戸掘削に対する補助
（給水区域外、飲用のみ）

　生活用水に困っている世帯への井戸掘削費
用の補助。
※２分の１の額。上限50万円。

幼稚園・保育園保育料等の
無料化

　10月からの保育料無料化に関連する予算。
※副食費（おかず代等）も町で無償化します。

道の駅かわまたリニューアル
（※契約額・仮設店舗設置を含む）

　補正予算、契約議案を可決しました。

古関裕而ゆかりの地PR

　古関裕而氏ゆかりのオルガン修理、イベン
ト等の経費など。

※イメージ画像（実際に完成するものとは異なります）

520万円

480万円300万円

4億2922万円 ※補正後の全体額
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町税　12億6746万5千円（12.2％）
　繰越金　5億3508万2千円（5.1％）
　　 繰入金　4億9526万5千円（4.8％）
　　　　諸収入　4億2249万1千円（4.1％）

使用料及び手数料
1億1584万円（1.1％）
分担金及び負担金
5268万5千円（0.5％）
寄付金
3083万3千円（0.3％）
財産収入
1909万9千円（0.2％）

地方交付税
29億２万5千円（27.9％）

県支出金
20億2403万円

（19.4％）

国庫支出金
16億7627万2千円

（16.1％）

自動車取得税交付金　1744万7千円（0.2％）
地方譲与税　7819万円（0.8％）　

地方消費税交付金　2億6884万6千円（2.6％）　　
町債　4億9460万円（4.7％）　　　

配当割交付金　294万円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金　232万9千円（0.0％）
地方特例交付金　335万6千円（0.0％）
利子割交付金　162万8千円（0.0％）
交通安全対策特別交付金　146万1千円（0.0％）

自主財源
29億3876万円
　　（28.3％）

依存財源
74億7112万4千円
（71.7％）

歳　入
104億988万4千円

会計に意見し“認定”に
歳入 104億988万4千円

　

平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、

議
員
10
人
で
構
成
す
る
決
算
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
し
、
委
員
会
の
意
見
を
も

と
に
議
案
を
議
決
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
か
ら
は
、
一
般
会
計
歳
出
に
お

い
て
未
使
用
で
あ
っ
た
借
地
の
整
理
に
町

費
を
支
出
し
て
い
た
こ
と
、
介
護
保
険
特

別
会
計
に
お
い
て
基
金
積
立
金
を
補
正
予

算
に
計
上
し
た
も
の
の
未
執
行
の
ま
ま
不

用
額
と
し
て
決
算
計
上
さ
れ
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
厳
し
く
意
見
し
た
う
え
で
「
認

定
す
る
べ
き
」
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、本
会
議
に
お
い
て
「
認
定
」

と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
委
員
会
報
告
の
詳
細
は

　

８
ペ
ー
ジ
以
降
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
長
が
委
員
会
に
出
席
し
謝
罪

　

９
月
13
日
、
決
算
常
任
委
員
会
に
町

長
が
出
席
し
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会

計
に
お
い
て
未
執
行
予
算
が
不
用
額
に

計
上
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
謝
罪
し
ま

し
た
。

　

問
題
は
、
昨
年
９
月
に
介
護
保
険
事

業
基
金
積
立
金
４
４
８
７
万
円
を
補
正

予
算
で
計
上
し
な
が
ら
執
行
せ
ず
、
そ

の
ま
ま
不
用
額
と
し
て
決
算
書
に
計
上

し
た
も
の
で
す
。

　

町
長
は
、
深
く
反
省
し
チ
ェ
ッ
ク
体

制
の
強
化
を
図
る
こ
と
、
町
長
及
び
職

員
の
処
分
を
行
う
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。
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義務的経費　
21億1851万9千円
　　　（21.4％）

投資的経費
42億633万2千円
（42.6％）

　その他
35億4840万
4千円

（36.0％）
歳　出

98億7325万5千円

人件費　10億4749万2千円（10.6％）

　　　 扶助費　5億6577万円（5.7％）

公債費
5億525万7千円（5.1％）

普通建設事業費
36億810万1千円（36.5％）

災害復旧費
5億9823万1千円

（6.1％）

物件費
15億4444万1千円

（15.7％）

補助費等
9億9297万9千円

（10.1％）

その他　2億1656万1千円（2.2％）

維持補修費　6307万8千円（0.6％）　　

繰出金　7億3134万5千円（7.4％）　　　　

●
議
案
第
76
号

　

一
般
会
計
決
算

　
　
　

佐
藤
町
長
の
公
約
の

達
成
状
況
は
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

復
興
、
帰
還
な
ど
ま
だ

ま
だ
厳
し
い
現
状
が
あ
り
ま

す
が
、
全
体
と
し
て
は
70
点

く
ら
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
町
長
）

　
　
　

固
定
資
産
税
、
法
人

税
が
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
山
木
屋
地
区
の
帰
還
等

に
よ
り
家
屋
建
設
が
多
く
あ

っ
た
こ
と
、
法
人
税
に
つ
い

て
は
、
支
店
数
等
の
増
加
に

よ
る
も
の
で
す
。

（
町
民
税
務
課
長
）

●
議
案
第
78
号

　

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

　
　
　

①
保
険
料
抑
制
の
た

め
の
努
力
は
。
②
不
用
額
が

高
額
に
な
っ
た
理
由
は
。
組

織
的
な
善
後
策
は
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

①
予
防
事
業
、
健
康
づ

く
り
等
に
よ
り
保
険
料
の
抑

制
に
努
め
て
い
ま
す
。（
保

健
福
祉
課
長
）
②
チ
ェ
ッ
ク

体
制
の
不
備
に
よ
り
失
念
し

た
も
の
で
、
厳
し
く
対
応
し

て
い
き
ま
す
。　
　
（
町
長
）

●
議
案
第
88
号

　

水
道
事
業
会
計
決
算

　
　
　

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の

更
新
状
況
は
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

残
り
１
９
８
５
㍍
で
、

総
延
長
比
で
３
㌫
と
な
り
ま

し
た
。　
（
建
設
水
道
課
長
）

平
成
30
年
度
決
算
質
疑

質
問

質
問

質
問

質
問

答

答

答

答

不適切支出・未執行
平成30年度
一般会計決算

歳出 98億7325万5千円
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●
議
案
第
78
号

　

介
護
保
険
特
別
会
計
決
算

介
護
保
険
料
が
高
く
、

施
設
入
所
の
待
機
者

も
多
い
。　
（
石
河
清
議
員
）

6

名　　　　　　　　　称

国民健康保険特別会計（事 業 勘 定）

国民健康保険特別会計（診療施設勘定）

介 護 保 険 特 別 会 計

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

川 俣 町 奨 学 資 金 特 別 会 計

工業団地造成事業特別会計

小 島 財 産 区 特 別 会 計

飯 坂 財 産 区 特 別 会 計

大 綱 木 財 産 区 特 別 会 計

小 綱 木 財 産 区 特 別 会 計

山 木 屋 財 産 区 特 別 会 計

水 道 事 業 会 計

議　案

第77号

第78号

第79号

第80号

第81号

第82号

第83号

第84号

第85号

第86号

第87号

第88号

歳　　　　入

18億125万2千円

1282万7千円

20億3542万円

1億8455万4千円

952万3千円

2191万8千円

4187万9千円

1203万円

1174万9千円

93万1千円

342万2千円

61万1千円

事 業 収 益

2億7405万8千円

歳　　　　出

17億3573万2千円

1282万7千円

19億253万2千円

1億8450万5千円

809万6千円

2191万8千円

4187万9千円

22万8千円

18万円

8万4千円

9万6千円

9万5千円

事 業 費 用

2億5340万4千円

収　　　　支

6552万円

0円

1億3288万8千円

4万9千円

142万7千円

0円

0円

1180万2千円

1156万9千円

84万7千円

332万6千円

51万6千円

経 常 利 益

2065万4千円

特 別 会 計 等 の 決 算 額

議案第76号
一般会計決算

議案第77号
国保特会決算

議案第78号
介護特会決算

○は賛成、×は反対

高
橋
真
一
郎

遠
藤　

宗
弘

石
河　
　

清

佐
藤
喜
三
郎

黒
沢　

敏
雄

新
関　

善
三

菅
野
意
美
子

斎
藤　

博
美

菅
野　

清
一

村
上　

源
吉

高
橋　

清
美

○××○○○○○○○○

○××○○○○○○○○

○××○○○○○○○○

議案採択結果一覧

反
対

反
対

反
対

●
議
案
第
76
号

　

一
般
会
計
決
算

未
使
用
借
地
に
対
す

る
支
払
い
、
職
員
の

知
識
不
足
、
あ
い
ま
い
な
委

託
内
容
な
ど
の
問
題
か
ら
承

認
で
き
な
い
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

復
興
、
人
材
育
成
な

ど
が
積
極
的
に
実
施

さ
れ
て
お
り
賛
成
す
る
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

賛
成

平
成
30
年
度
決
算
討
論

●
議
案
第
77
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

決
算

国
保
税
負
担
が
重
い
。

差
し
押
さ
え
な
ど
認

め
ら
れ
な
い
。（石

河
清
議
員
）

厳
し
い
口
調
で
決
算
常
任
委
員
会
意
見
書
を

読
み
上
げ
る
佐
藤
委
員
長

上記のほか、決算議案第79号から第88号まで、各会計とも全会一致で承認されました。
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　議員発議により、川俣町議会委員会条例の改正が提案され、全会一致で可決しました。改正後の
条例は11月20日から施行され、選挙後の議会から適用されます。

●予算常任委員会（定数11）、決算常任委員会（定数10）の２委員会をあわせて、「予算決算常
　任委員会」（定数12）のひとつにする。

　予算常任委員会では議長を、決算常任委員会では議長と監査委員を除いて編成し、慎重に審議し
ていましたが、次の点を重視し改正しました。
●全議員が議論に参加すべきであること。
●予算・決算を一体的かつ継続的に審議できること。
●先進地視察（所管事務調査）において、議長、監査委員の区別なく予算・決算審議に当たって
　いる議会が多いこと。

●
議
案
第
95
号

個
人
情
報
保
護
審
査
会

委
員
の
任
命

　

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

３
年
間
で
す
。

●
澤
田
由
紀
子
氏

（
字
鉄
炮
町
）

●
佐
野　

孝
治
氏

（
福
島
市
松
浪
町
）

●
佐
藤　

初
美
氏

（
福
島
市
中
町
）

●
佐
藤　

尚
子
氏

（
小
神
字
田
代
内
）

●
吉
田　

淳
子
氏

（
字
宮
ノ
脇
）

●
諮
問
第
１
号

　

人
権
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。
な
お
任
期

は
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

●
遠
藤
貴
美
子
氏

（
山
木
屋
字
篭
世
戸
山
）

●
佐
藤　

常
幸
氏

（
鶴
沢
字
鶴
東
）

9月議会
定例会

９月議会定例会

人
事
案
件

議 会 改 革

予算・決算常任委員会をひとつに統合

変更内容

変更理由・改善点
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決算常任委員会報告決算常任委員会報告
CHEC

K
平成30年度各会計・行政運営の課題を点検

この報告書をもとに、本会議で「承認」と議決されました。

①　

全
職
員
が
川
俣
町
各
地
区
の
地
形
、

風
土
、
実
情
な
ど
を
把
握
し
た
う
え
で

業
務
を
行
う
こ
と
。

②　

職
員
研
修
に
つ
い
て
は
、
町
政
執
行

上
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
の
で
、
自
治

研
修
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
だ
け
で
な

く
、
職
場
内
で
の
研
修
や
、
職
員
の
自

主
的
な
学
び
を
支
援
す
る
こ
と
。
専
門

的
、
技
術
的
な
資
質
向
上
の
た
め
予
算

化
を
図
る
こ
と
。

③　

行
政
区
長
、
連
絡
員
が
高
齢
化
し
て

お
り
、
広
報
誌
等
、
大
量
に
届
く
配
達

物
に
苦
慮
し
て
い
る
。
持
続
可
能
な
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

④　

町
政
懇
談
会
は
、
全
体
的
に
住
民
の

参
加
が
減
っ
て
い
る
。
地
域
の
課
題
を

適
切
に
捉
え
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
活

か
し
て
い
け
る
よ
う
、
抜
本
的
な
見
直

し
の
検
討
を
図
る
こ
と
。

⑤　

消
防
防
災
力
の
拡
充
・
強
化
に
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
消
防
ポ
ン
プ
の
取
り

扱
い
に
不
備
・
不
足
が
あ
っ
た
事
例
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
適
切
な
装
備
配
置

と
教
育
訓
練
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

⑥　

議
会
事
務
局
事
務
室
及
び
傍
聴
席
の

拡
張
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
繰
り
返
し

対
応
を
求
め
て
い
る
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
。
つ
い
て
は
、
早
急
に
予
算
化
す

る
こ
と
。

⑦　

一
人
職
場
の
解
消
を
図
る
こ
と
。

①　

財
産
管
理
費
に
つ
い
て
、
各
集
会
所

の
利
用
状
況
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
、
運
用
す
る
こ
と
。
利
用
回

数
、
利
用
人
数
は
基
礎
資
料
で
あ
る
の

で
把
握
に
努
め
、
成
果
の
概
要
に
記
載

す
る
こ
と
。
ま
た
、
集
会
所
建
設
の
設

計
に
不
備
・
不
足
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
、

専
門
知
識
を
有
す
る
部
署
と
の
連
携
、

組
織
体
制
の
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

②　

町
有
財
産
管
理
上
、
使
わ
れ
て
い
な

い
土
地
に
賃
借
料
等
を
支
払
っ
た
こ
と

は
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
原
因
の
分
析
に

努
め
、
二
度
と
こ
う
し
た
事
態
を
招
か

な
い
こ
と
。

③　

企
画
費
の
復
興
会
議
運
営
費
に
お
い

て
、
平
成
30
年
度
の
開
催
は
１
回
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
復
興
・
創
生
期

間
の
終
期
に
向
け
た
と
り
ま
と
め
を
行

う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
協
議
内
容

の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

④　

企
画
費
の
う
ち
、
公
共
交
通
の
維
持

に
係
る
支
出
に
つ
い
て
は
、
現
状
へ
の

対
処
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
人
口
減

少
に
伴
う
将
来
的
な
課
題
の
整
理
と
、

広
域
的
な
連
携
の
検
討
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
活
用
な
ど
、
教
育
委
員
会
と
連
携

し
て
総
合
的
に
検
討
し
、
持
続
可
能
な

交
通
体
系
の
確
立
を
図
る
こ
と
。

⑤　

遊
休
の
町
有
財
産
等
を
活
か
し
、
子

育
て
世
代
に
宅
地
等
を
安
価
に
提
供
で

き
る
よ
う
な
施
策
の
企
画
・
立
案
を
行

う
こ
と
。

⑥　

各
課
と
の

連
携
を
図
り

総
合
的
な
企

画
・
運
営
を

行
う
こ
と
。

９月末で廃止された川俣針道線９月28日のポンプ点検（小島字町畑地内）

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見
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①　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
率
は
い
ま
だ
49
・
23
％
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
の
普
及
は
わ
ず
か
２
・
96
％
で

あ
る
。
環
境
に
配
慮
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
促
進
の
た
め
、
補
助
金
の
増
額
な
ど
、
普
及
率

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
に
つ

い
て
は
、
売
電
価
格
の
下
落
、
性
能
劣
化
に
伴
う
機

器
更
新
の
問
題
な
ど
、
今
後
課
題
が
多
く
な
っ
て
く

る
の
で
、
社
会
的
な
解
決
に
向
け
て
、
国
等
関
係
機

関
を
挙
げ
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

②　

ご
み
の
不
法
投
棄
や
河
川
清
掃
な
ど
の
諸
事
業
に

つ
い
て
は
、
保
健
委
員
会
等
関
係
機
関
の
意
見
を
よ

く
聞
き
、
連
携
の
う
え
実
施
す
る
こ
と
。

③　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
な
ど
の
減
量
化
を
図
る
こ
と
。

委
員
会
意
見
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42万袋の除染廃棄物が残る仮置き場

①　

除
染
は
い
ま
だ
に
終
了
し
て
い
な
い
。

未
除
染
箇
所
の
特
定
と
把
握
に
努
め
、
住

民
の
安
心
と
安
全
の
確
保
の
た
め
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
。
山
林
を
含
め
た
全

て
の
未
除
染
地
区
に
つ
い
て
は
、
徹
底
除

染
を
図
る
こ
と
。

②　

山
木
屋
地
区
の
避
難
は
解
除
さ
れ
、
一

部
の
住
民
は
戻
っ
た
も
の
の
、
住
民
生
活

の
復
興
は
果
た
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政
区
、

自
治
会
、
民
生
委
員
な
ど
と
連
携
し
、
地

域
資
源
の
現
状
、
実
態
を
よ
く
把
握
し
、

住
民
に
寄
り
添
っ
た
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

③　

早
急
に
仮
置
き
場
の
原
状
回
復
を
図
る

　

こ
と
。

山木屋診療所のスタッフの皆さん

①　

介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い
て
、

補
正
予
算
化
し
た
基
金
積
立
金
が
年

度
内
に
積
み
立
て
ら
れ
ず
、
不
用
額

と
し
て
計
上
さ
れ
た
こ
と
は
、
事
務

処
理
上
誠
に
遺
憾
で
あ
る
。
原
因
の

究
明
に
努
め
る
と
と
も
に
、
責
任
の

所
在
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

②　

軽
度
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
、
寝
具
丸
洗
乾
燥
消

毒
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
今
後
ま
す
ま
す

需
要
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
生
活
支

援
、
在
宅
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
各
種

事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
丁
寧
な

周
知
と
利
用
拡
大
に
努
め
る
こ
と
。

③　

人
間
ド
ッ
ク
事
業
は
、
で
き
る
限

り
早
期
に
申
込
者
が
受
診
で
き
る
よ

う
医
療
機
関
と
協
議
、
連
携
に
努
め

る
こ
と
。

④　

山
木
屋
診
療
所
は
帰
還
者
に
と
っ

て
必
要
な
施
設
で
あ
る
の
で
、
復
興

財
源
の
維
持
、
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見
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方
針
を
示
す
こ
と
。

④　

奨
学
資
金
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
人
材
確

保
と
人
口
増
、
定
住
化
の
た
め
、
町
の
必
要

と
す
る
人
材
に
つ
い
て
は
一
部
給
付
型
を
設

け
る
こ
と
、

必
要
に
よ

っ
て
は
積

み
増
し
す

る
こ
と
な

ど
に
つ
い

て
検
討
す

る
こ
と
。

①　

福
島
県
が
実
施
し
て
い
る
ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
は
、
山
林
除
染
を
目
的
と
し
た
も
の
で

は
な
く
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
か
ら
放
射
性
物
質
が

検
出
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
の
不
安
は
払
し
ょ
く

さ
れ
て
い
な
い
。
モ
デ
ル
事
業
の
検
証
を
待
た

ず
、
早
急
に
、
生
活
圏
で
あ
る
里
山
及
び
山
林

除
染
を
実
施
す
る
よ
う
、
国
に
強
く
働
き
か
け

る
こ
と
。

②　

決
算
審
査
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年
度
各
事

業
と
も
概
ね
適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
引

き
続
き
、
商
工
、
農
林
振
興
が
着
実
に
図
ら
れ

る
よ
う
、
適
時
事
業
を
見
直
し
、
進
展
を
図
る

こ
と
。

③　

絹
を
活
用
し
た
「
絹
の
ま
ち　

か
わ
ま
た
」

　

の
振
興
策
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
こ
と
。

①　

決
算
審
査
に
お
い
て
は
、
平
成
30
年

度
各
事
業
と
も
概
ね
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
道
路
橋
梁
、

水
道
等
の
計
画
的
な
更
新
、
改
良
に
努

め
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
・
進
展
を

図
る
こ
と
。

シンガポールへの中学生海外派遣事業

①　

現
状
の
各
学
校
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
文

化
、
学
び
の
拠
点
で
あ
る
。
学
校
統
廃
合
後

の
活
用
の
有
無
、
方
針
に
つ
い
て
検
討
し
、

今
後
の
あ
り
方
を
示
す
こ
と
。

②　

学
校
統
廃
合
に
合
わ
せ
て
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
運
行
が
拡
大
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
数
に
つ

い
て
も
減
少
し
て
い
る
。
生
活
交
通
体
系
の

確
立
や
、
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
目
的
の
配

食
な
ど
、
教
育
財
産
等
の
活
用
に
よ
り
解
消

で
き
る
施
策
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
タ
テ

割
り
行
政
の
垣
根
を
越
え
て
検
討
を
進
め
る

こ
と
。

③　

山
木
屋
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
休
校
と

な
っ
た
場
合
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
早
期
に

再開のため整備され、未活用の山木屋幼稚園

①　

わ
い
わ
い
ク
ラ
ブ
の
委
託
に
つ
い
て
は
、

繰
り
返
し
委
託
先
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、

議
会
及
び
本
委
員
会
で
意
見
を
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
学
校
統
廃
合
等
に
合
わ
せ
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
。

②　

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

　

繰
り
返
し
県
に
全
額
補
助
を
求
め
る
こ
と
。

③　

山
木
屋
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
活

　

用
等
に
つ
い
て
、
早
期
に
方
針
を
示
す
こ
と
。

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見
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る
。
と
り
わ
け
町
職
員
の
資
質
向
上
は
急
務

で
あ
る
。

　

町
当
局
に
は
、
平
成
30
年
度
決
算
審
査
常

任
委
員
会
審
査
報
告
書
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た

事
項
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

議
会
か
ら
の
指
摘
及
び
要
望
を
真
摯
に
受
け

止
め
る
と
と
も
に
、
財
政
の
健
全
性
を
損
な

う
こ
と
な
く
、
持
続
可
能
か
つ
発
展
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
、
執
行
体
制
の
強
化
と
行

財
政
改
革
の
推
進
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
財
産
管
理
費
に
お
け
る
不
要
な
支

出
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
け
る
補
正
予

算
化
さ
れ
た
基
金
積
立
金
の
不
用
額
計
上
な

ど
、
事
務
処
理
上
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
執
行
体
制
の
改
善
と
強
化
に
つ
い

て
、
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
に
つ
い
て
強
く
意
見
し
、
反
省

と
改
善
を
求
め
、
平
成
30
年
度
各
会
計
の
決

算
は
認
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
決
定
し
た
。

　

な
お
審
査
に
当
た
っ
て
、
成
果
の
概
要
に

記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
の
全
て
に
回
答
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
臨
む
こ
と
。

　
令
和
元
年
９
月
18
日

　
　
　

決
算
常
任
委
員
会

委
員
長　

佐
藤
喜
三
郎
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平
成
30
年
度
の
各
会
計
の
決
算
に
お
い
て

は
、
復
興
・
創
生
期
間
（
平
成
28
年
度
〜
令

和
２
年
度
）
の
半
ば
を
迎
え
、
山
木
屋
小
中

学
校
の
再
開
や
、
粗
飼
料
生
産
流
通
拠
点
施

設
、
施
設
園
芸
導
入
推
進
事
業
が
実
施
さ
れ

た
ほ
か
、
町
防
災
行
政
無
線
整
備
や
道
の
駅

か
わ
ま
た
改
修
の
設
計
業
務
な
ど
、
大
規
模

な
ハ
ー
ド
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
中

学
生
の
海
外
派
遣
事
業
の
再
開
や
、
北
海
道

栗
山
町
へ
の
中
高
生
の
英
語
研
修
、
13
年
ぶ

り
と
な
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
共
和
国
コ
ス
キ
ン

市
派
遣
な
ど
の
人
材
育
成
事
業
の
ほ
か
、
少

子
化
に
伴
う
学
校
等
の
あ
り
方
検
討
が
行
わ

れ
る
な
ど
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
方
向
づ

け
る
非
常
に
重
要
な
年
と
な
っ
た
。

　

依
然
と
し
て
１
０
０
億
円
近
い
歳
出
決
算

額
の
中
、
投
資
的
経
費
の
割
合
は
前
年
を
さ

ら
に
上
回
る
42
・
６
％
と
な
り
、
か
つ
て
な

い
規
模
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
行
わ
れ
た
一
方

で
、
投
資
が
山
木
屋
地
区
の
復
興
に
集
中
し
、

町
全
体
と
し
て
は
実
感
に
乏
し
い
ば
か
り
か
、

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
は
か
か

ら
ず
、
町
火
葬
場
の
建
設
問
題
や
中
央
公
民

館
の
大
規
模
改
修
、
学
校
統
廃
合
後
の
跡
地

利
用
の
課
題
な
ど
、
町
政
全
体
を
取
り
巻
く

環
境
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

踏
襲
さ
れ
て
き
た
施
策
の
抜
本
的
な
改
革
が

必
要
で
あ
り
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い

①　

新
た
な
文
化
財
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
。
適
切
に

保
存
管
理
し
、
活
用
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
町
の

歴
史
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、

保
存
と
公
開
に
努
め
る
こ
と
。

②　

文
化
財
な
ど
の
補
助
要
綱
を
つ
く
る
こ
と
。

③　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業
の
募
集
方
法
に
つ
い
て
、

会
員
加
入
を
条
件
と
し
た
も
の
と
、
町
委
託
事
業

と
し
て
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る
も
の
が
混
在
し
、

町
民
に
誤
解
を
与
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
委

託
内
容
に
つ
い
て
、
町
と
公
益
財
団
法
人
の
役
割

分
担
が
明
確
に
わ
か
る
も
の
と
な
る
よ
う
見
直
し
、

募
集
方
法
等
に
つ
い
て
も
見
直
す
こ
と
。

④　

中
央
公
民
館
の
耐
震
化
は
、
利
用
者
の
安
全
確

保
の
た
め
に
も
重
要
で
あ
る
。
耐
震
化
工
事
に
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
な
ど
も
含
め
、
利
用
者
の

利
便
性
を
高
め
る
こ
と
。

①　

議
会
事
務
局
事
務
室
及
び
傍
聴
席
の

拡
張
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
予
算
化
を

求
め
る
こ
と
。

②　

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
議
会
運
営

　

上
、
現
状
の
12
人
を
維
持
す
る
こ
と
。

委
員
会
意
見

委
員
会
意
見
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第66号

第67号

第68号

第69号

第70号

第71号

第72号

第73号

第74号

第75号

第89号

第90号

第91号

第92号

第93号

第94号

第95号

第96号

第97号

第98号

第99号

第100号

諮問第１号

※前頁までの掲載分を除く。

※決算議案第76号から第88号は、６ページ採決表をご覧ください。

林業専用道水境向線開設工事請負契約の締結について

道の駅川俣再整備工事請負契約の締結について

附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例

川俣町消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例

川俣町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

川俣町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例

川俣町立幼稚園保育料に関する条例の一部を改正する条例

川俣町立幼稚園預かり保育に関する条例の一部を改正する条例

川俣町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

町道路線の認定及び変更について

令和元年度川俣町一般会計補正予算（第３号）

令和元年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

令和元年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和元年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和元年度川俣町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

令和元年度川俣町小島財産区特別会計補正予算（第１号）

川俣町個人情報保護審査会委員の任命について

川俣町小島財産区管理会委員の選任について

川俣町飯坂財産区管理会委員の選任について

川俣町大綱木財産区管理会委員の選任について

川俣町小綱木財産区管理会委員の選任について

川俣町山木屋財産区管理会委員の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦について

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

9月議会定例会審議結果 （令和元年９月５日～19日）
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意　　　　見　　　　書　　　　名発議
番号

地方財政の充実・強化を求める意見書8

内 閣 総 理 大 臣　　内 閣 官 房 長 官
総 　 務 　 大 　 臣　　財 　 務 　 大 　 臣
経 済 産 業 大 臣
内閣府特命担当大臣
（規制改革、まち・ひと・しごと創生担当）
内閣府特命担当大臣（経済財政政策担当）

原賠時効特例法の消滅時効終期の再延長を求める意見書9
内 閣 総 理 大 臣　　文 部 科 学 大 臣
経 済 産 業 大 臣

原発事故被害者訴訟の公正な判決を求める決議10

宛　　　　　　　　　　先

提出した意見書等

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

7
総 務 産 業
常任委員会

地方財政の充実・強化を求める意見書
提出の陳情について

福島県伊達郡川俣町大字鶴沢字
上沖免4番地2

　日本労働組合総連合会
　福島県連合会伊達地区連合会

議長　高橋　誠一

採択

8
厚 生 文 教
常任委員会

幼児教育・保育の無償化の実施に伴う
陳情書

福島県福島市渡利字大豆塚7
　福島県保育連絡会

代表　大宮　勇雄

趣旨
採択

9月定例会陳情審査結果

表紙の説明：すみよし保育園のサッカー教室
　９月７日と９日、㈶福島県サッカー協会の普及事業「JFAキッズプロ
グラム」が行われ、指導員として福島市に拠点を置くFCレグノウァか
ら「ナベちゃん」こと渡邊剛充コーチと福島ユナイテッドの清野道仁コ
ーチがやってきました。ボールになれることから始めて1時間、みんな、
立派なちびっこサッカー選手になっていました！
　みんな、またナベちゃんと遊ぼうね！
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　地方自治体は、子育て支援策の充実と保育人材の
確保、高齢化が進行する中での医療・介護などの社
会保障への対応など、果たす役割が拡大する中で、
人口減少対策を含む地方版総合戦略の実行やマイナ
ンバー制度への対応、大規模災害を想定した防災・
減災事業の実施など、新たな政策課題に直面してい
る。
　一方、地方公務員をはじめとした公的サービスを
担う人材が限られる中で、新たなニーズへの対応と
細やかな公的サービスの提供が困難となっており、
人材確保を進めるとともに、これに見合う地方財政
の確立をめざす必要がある。
　政府の「骨太2018」では「（地方の）一般財源
総額について2018年度地方財政計画の水準を下
回らないよう実質的に同水準を確保する」とされ、
2019年度の地方財政計画でも、一般財政総額は62
兆7072億円（前年比＋1.0％）となり過去最高水
準となった。
　しかし、一般財源総額の増額分も、保育の無償化
などの国の政策に対応する財源を確保した結果であ
り、社会保障費関連をはじめとする地方の財政需要
に対応するためには、さらなる地方財政の充実・強
化が求められている。
　このため、2020年度の政府予算と地方財政の検
討にあたっては、歳入・歳出を的確に見積もり、人
的サービスとしての社会保障予算の充実と地方財政
の確立をめざすことが必要であり、このため、政府
に次の事項の実現を求める。

１　社会保障、災害対策、環境対策、人口減少対策、
地域交通対策など、増大する地方自治体の財政需
要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総
額の確保をはかること。
２　子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、
地域包括ケアシステムの構築、生活困窮者自立支
援、介護保険制度や国民健康保険制度の見直しな
ど、急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確
保するための社会保障予算の確保および地方財政
措置を的確に行うこと。とりわけ、保育の無償化
に伴う地方負担分の財源確保を確実にはかること。
３　地方交付税における「トップランナー方式」の
導入は、地域によって人口規模・事業規模の差異、
各自治体における検討経過や民間産業の展開度合
いの違いを無視して経費を算定するものであり、
廃止・縮小を含めた検討を行うこと。

４　「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保
されている１兆円について、引き続き同規模の財
源確保をはかること。
５　2020年度から始まる会計年度任用職員の処遇
　改善のための財源確保をはかること。
６　森林環境譲与税の譲与基準については、地方団
体と協議を進め、林業需要の高い自治体への譲与
額を増大させるよう見直しを進めること。
７　地域間の財源偏在性の是正のため、偏在性の小
さい所得税・消費税を対象に国税から地方税への
税源移譲を行うなど、抜本的な解決策の協議を進
めること。
　同時に、各種税制の廃止、減税を検討する際に
は、自治体財政に与える影響を十分検証した上で、
代替財源の確保をはじめ、財政運営に支障が生じ
ることがないよう対応をはかること。
８　地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強
化をはかり、市町村合併の算定特例の終了を踏ま
えた新たな財政需要の把握、小規模自治体に配慮
した段階補正の強化などの対策を講じること。
９　依然として４兆円規模の財源不足があることか
ら、地方交付税の法定率を引き上げ、臨時財政対
策債に頼らない地方財政を確立すること。
10　自治体の基金残高を、地方財政計画や地方交
　付税に反映させないこと。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。

　令和元年９月19日

内 閣 総 理 大 臣　安倍　晋三　様
内 閣 官 房 長 官　菅　　義偉　様
総 　 務 　 大 　 臣　高市　早苗　様
財 　 務 　 大 　 臣　麻生　太郎　様
経 済 産 業 大 臣　菅原　一秀　様
内閣府特命担当大臣　北村　誠吾　様
（規制改革、まち・ひと・しごと創生担当）
内閣府特命担当大臣　西村　康稔　様
（経済財政政策担当）

福島県伊達郡川俣町議会

地方財政の充実・強化を求める意見書
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　2011年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地
震に伴う東京電力福島第一原子力発電所爆発事故被
害から８年半が経過した。復興は少しずつ進みつつ
あるが、いまだ元の生活に戻ることができない多く
の被災者・被害者がいる。時の経過によって被災地
の苦悩への関心が薄れつつある中、被災者に寄り添
った復興を早期に実現しなければならない。
　こうした中、原発事故被害者に対する損害賠償に
ついて二つの問題が発生している。一つは、東京電
力ホールディングス株式会社（以下、「東京電力」
という。）に対する原子力損害の賠償請求について
円滑、迅速、かつ公正に紛争を解決することを目的
として設置された原子力損害賠償紛争解決センター
（ADR）が提示した和解案の受諾を東京電力が拒否
し、次々と和解仲介手続が打ち切りになる事態が生
じていることである。
　もう一つは、時効再延長の要否についての調査の
必要が生じていることである。原子力損害賠償につ
いては「東日本大震災における原子力発電所の事故
により生じた原子力損害に係る早期かつ確実な賠償
を実現するための措置及び当該原子力損害に係る賠
償請求権の消滅時効等の特例に関する法律」が、第
185回国会において成立し、2013年12月11日に公
布・施行されている。

　この時効延長措置によっても、本件原発事故直後
に発生した損害の賠償請求権については2021年３
月以降、時効期間を徒過することになる。
　いわゆる住居確保損害については、東京電力が賠
償を行うことを表明した時期が2014年４月であっ
たこともあり、当該損害賠償の消滅時効の起算点に
ついては被害者にとって極めて不明瞭なものとなっ
ている。さらに、高齢者が原発事故による避難によ
って適切な医療を受けることができず、亡くなると
いう災害関連死については東京電力に対する賠償請
求権行使の可否の判断が容易ではなく、賠償請求権
の行使に困難が生じている可能性がある。
　よって、このような状況を鑑み、本町議会は国に
対し、原発事故による損害を受けた被害者の賠償請
求権行使の実態について十分な調査を実施し、消滅
時効終期の再延長を求めるよう強く要請する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を
提出する。

　令和元年９月19日

内閣総理大臣　安部　晋三　様
文部科学大臣　萩生田光一　様
経済産業大臣　菅原　一秀　様

福島県伊達郡川俣町議会

原賠時効特例法の消滅時効終期の再延長を求める意見書

　2011年３月11日に発生した東京電力福島第一原
発事故は未曽有の被害をもたらした。川俣町山木屋
地区は強制避難区域となり、住民は避難を余儀なく
されたばかりか、2017年３月31日に避難指示が解
除されたにもかかわらず、住民のふるさと帰還は進
まず、深刻な被害が今なお続いている。
　被害住民らは、東京電力の加害責任を明らかにし、
被害回復を求めるために、原発事故被害者訴訟の原
告となった。
　また、避難区域以外の町民も原発事故による生業
の被害救済のため、国・東京電力の加害責任を明ら
かにし、被害回復を求めるために、原発事故被害者
訴訟の原告となった。
　福島地方裁判所の訴訟（生業訴訟）の判決は
2017年10月に言い渡され、福島地方裁判所いわき

支部の訴訟（避難者訴訟）の判決は2018年３月に
言い渡されたが、原告らは判決を不服として控訴中
である。
　控訴審である仙台高等裁判所の裁判は、避難者訴
訟については本年11月に結審し、生業訴訟につい
ては来年２月に結審し、早ければ来年３月にも判決
が言い渡される見込みである。
　よって裁判所におかれては、三権分立の原則に立
って国民の負託に応え、歴史の審判に耐え得る公正
な判決を下されるよう強く要求する。
　以上、決議する。

　令和元年９月19日

福島県伊達郡川俣町議会

原発事故被害者訴訟の公正な判決を求める決議
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第13回
（7月12日）

仮称

●西部工業団地を先進技術の創出と、優秀な人材が
　集い輩出できる場所にしたい。
　（残りエリアを全て活用する）
●復興と新産業創出、地域の課題解決がねらい。
●研究施設のほか、研修施設、宿泊施設、データ管
理施設の建設を予定している。運営形態、運営方
法については、今後協議し詳細をつめていく。

●素晴らしい構想なので、商工会や地元企業に説明 
　し連携をすべき。
●プロジェクトに関与する町としても、もっと本腰
　を入れて対応すべきだ。
●専属の職員の配置や、組織設置の検討を。

 

８
月
７
日
、
予
算
・
決
算
常
任
委
員
会
合
同
の
所
管
事

務
調
査
に
合
わ
せ
、立
命
館
大
学
の
く
さ
つ
・
び
わ
こ
キ
ャ

ン
パ
ス
を
訪
問
し
ま
し
た
。

 

立
命
館
総
長
・
大
学
長
の
仲
谷
善
雄
氏
か
ら
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
、
構
想
の
実
現
に
よ
り
、
フ
ク
シ
マ
の
復

興
を
果
た
し
、
地
域
に
誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
、
立
命
館

が
誇
る
研
究
成
果
を
活
か
し
、
世
界
に
優
秀
な
人
材
を
送

り
出
す
こ
と
を
目
指
す
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
、
キ
ャ

ン
パ
ス
内
で
最

新
の
研
究
成
果

や
、
最
新
ス
ポ

ー
ツ
研
究
施
設

棟
を
見
学
し
ま

し
た
。

 

議
会
と
し
て

も
、
町
と
協
議

し
な
が
ら
全
体

と
し
て
支
持
し

て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
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第13回（7月12日）、第14回（8月13日）

全員協議会
レポート
　

９
月
７
日
に
ミ
ツ
フ
ジ
㈱
、
立
命
館
大
学
と
町
が
協
定
を
結
ん
だ
包
括
連
携
協

定
に
先
立
ち
、
議
員
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ミ
ツ
フ
ジ
㈱
の
小
副
川
（
お
そ
え
が
わ
）
部
長
が
出
席
し
、
構
想
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
西
部
工
業
団
地
に
お
い
て
産
官
学
連
携
の
も
と
、
新
産
業
の
創
出

や
教
育
、
研
究
の
振
興
、
人
材
育
成
な
ど
の
ほ
か
、
健
康
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
、
様
々
な
分
野
の
研
究
を
行
う
構
想
で
す
。

説　明

意　見

立
命
館
大
学
を
表
敬
訪
問

西部工業団地に
　　　最先端研究施設
西部工業団地に
　　　最先端研究施設

構想による西部工業団地のイメージ構想による西部工業団地のイメージ
（※ミツフジ㈱提供。９月７日時点のもの）（※ミツフジ㈱提供。９月７日時点のもの）

立命館の仲谷総長。構想の意気込みを述べられました
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道
の
駅
改
修
の
全
容
が
明
ら
か
に

道
の
駅
改
修
の
全
容
が
明
ら
か
に

第14回
（8月13日）

　

８
月
13
日
同
日
に
行
わ
れ
た
第
３
回
議
会
臨
時
会
の
付
議
事
件
と
し
て
、
道
の
駅

か
わ
ま
た
の
改
修
計
画
の
全
容
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
の
想
定
よ
り
も
大
規
模
な
改
修
が
必
要
と
な
り
、
国
の
補
助
金
を
活
用
す
る

た
め
に
必
要
な
手
続
き
を
経
て
予
算
化
さ
れ
た
も
の
で
、
全
員
協
議
会
後
の
議
会
臨

時
会
で
一
般
会
計
補
正
予
算
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

●からりこ館の展示室等を食事スペースとシャモ製品加
　工場に改修する。
●シルクピア内の一部スペースを町の情報発信のスペー
スに改修する。魅力的な商品陳列、動線を意識して改
装する。
●センターコア（シルクハットをイメージした屋根を備
　えたイベントスペース）を設置する。

※画像はすべて説明時に示されたイメージ

●改修期間の仮店舗の措置は（仮店舗の経費も併せて予
　算化をすべき）。
●ＪＡが設置するここら（農産物直売所）、県が管轄す
　るトイレも併せて改修を。

を
基
に
設
計
事
業
者
と
協
議

し
、
年
度
内
完
成
は
妥
当
と

判
断
し
て
い
ま
す
。

（
産
業
課
長
）

　
　
　

補
正
予
算
に
シ
ル
ク

ピ
ア
休
業
中
の
仮
店
舗
設
置

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
。

一
体
的
に
計
上
す
べ
き
だ
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

ま
ず
は
改
修
予
算
の
議

決
が
大
前
提
と
考
え
て
お
り
、

次
の
９
月
議
会
で
お
示
し
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
町
長
）

●
議
案
第
65
号

　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
　
　

①　

町
債
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
基
金
で
対
応

で
き
な
い
の
か
。

②　

こ
れ
か
ら
契
約
し
て
工

期
を
守
れ
る
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①　

交
付
税
措
置
の
あ

る
有
利
な
起
債
を
活
用
し
ま

す
。　
　
（
企
画
財
政
課
長
）

②　

国
の
定
め
る
標
準
工
期

答

答

質
問

質
問

説　明

意　見

道の駅かわまた改修予算
（2億8056万9千円追加）を議決

第3回議会臨時会 8月13日開催

※リニューアルする売場のイメージ
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一 般 質 問

まちの課題を問うまちの課題を問う
石　河　　　清 議員

新　関　善　三 議員

黒　沢　敏　雄 議員

菅　野　意美子 議員

遠　藤　宗　弘 議員

村　上　源　吉 議員

高　橋　清　美 議員

菅　野　清　一 議員

災害に強いまちづくりを
本町の農業再建につながる地産地消の学校給食の取り組みを

消費税の対応対策は

今後の農業振興の計画は
まちの作物を使った町おこしは。他の方法による町おこしは

協働のまちづくりについて
高齢者対策について
山木屋の見守りパトロールについて

幼児教育、無償化について
高齢者バス無料パスの実施について
川俣高校機械科を守れ
町長は消防団に条例を守れと指示したのか

町中の空洞化解消について
町道の維持管理について

高齢者の運転免許証自主返納者等への補助を
町の広報活動は進んでいるのか
小学校及び幼稚園・保育園の再編の進捗状況は

町消防団の待遇改善は図られたのか
町活性化の方針と具体的対策はあるのか
除染土壌の搬出と撤去後の返還後の具体的方針は
原発事故被害に対する東電の賠償期限が迫っているが町としての方針は

19

20

21

22

23

24

25

26

９月議会定例会の一般質問には８人の議員が登壇しました。
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④　

三
百
川
、
広
瀬
川
の
河
川
改
修

を
急
げ
。

⑤　

４
年
前
の
９
月
10
日
災
害
の
反

省
と
教
訓
は
。

⑥　

災
害
弱
者
は
総
人
口
比
で
ど
れ

く
ら
い
か
。

⑦　

町
指
定
の
避
難
所
を
増
や
せ
。

⑧　

す
べ
て
の
避
難
所
を
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
せ
よ
。

⑨　

福
祉
避
難
所
は
各
地
区
に
設
置

せ
よ
。

⑩　

災
害
時
に
使
用
で
き
る
公
衆
電

話
は
何
カ
所
か
。

⑪　

役
場
庁
舎
避
難
時
の
水
、
食
料

品
等
の
備
蓄
は
。

⑫　

町
防
災
訓
練
の
実
施
状
況
、
各

地
区
職
場
な
ど
で
も
実
施
す
る
よ
う

指
導
さ
れ
て
い
る
の
か
。

⑬　

一
人
暮
ら
し
世
帯
に
対
す
る
火

災
警
報
器
設
置
補
助
を
。

10月12日には想定をはるかに超える災害が起きてしまいました

石 河　 清 議員
いし　 かわ　　　 きよし

①　

新
た
な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
い
つ
町
民
に
配
布
さ
れ

る
の
か
。

②　

本
年
度
の
防
災
力
向
上
の
取
り

組
み
は
。

③　

役
場
職
員
に
よ
る
消
防
団
本
団

は
、
直
ち
に
出
動
で
き
る
の
か
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

防
災
・
減
災
に
努
め
ま
す

質
問

学
校
給
食
に

地
元
産
食
材
を

使
用
し
て
ま
い
り
ま
す

①　

現
在
製
作
中
で
、
10
月

１
日
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。

②　

防
災
行
政
無
線
設
備
整
備
を
実

施
し
て
お
り
、
年
度
内
に
完
了
し
、

来
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
い
た
し

ま
す
。

③　

現
在
、
団
員
20
人
が
毎
月
２
、

３
回
程
度
、
勤
務
時
間
外
に
訓
練
を

行
い
、
出
動
体
制
の
整
備
を
図
っ
て

い
ま
す
。

④　

県
に
要
望
し
、
三
百
川
に
つ
い

て
は
土
砂
堆
積
状
況
の
現
地
調
査
を

実
施
し
、
広
瀬
川
改
修
に
つ
い
て
は

旭
橋
か
ら
上
流
部
の
整
備
を
行
う
と

回
答
を
得
て
い
ま
す
。

⑤　

防
災
無
線
に
よ
る
速
や
か
な
情

報
伝
達
や
避
難
所
開
設
な
ど
に
よ
り
、

防
災
・
減
災
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り

ま
す
。

⑥　

高
齢
者
５
２
３
４
人
、
障
害
者

等
９
８
０
人
、
乳
幼
児
83
人
、
外
国

人
１
１
６
人
、
妊
婦
30
人
の
合
わ
せ

て
６
４
４
３
人
で
、
人
口
比
率
は

49
・
２
㌫
で
す
。

⑦　

避
難
所
数
は
現
在
54
カ
所
で
す
。

利
用
可
能
な
施
設
の
指
定
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

⑧　

避
難
所
の
実
態
を
調
査
し
、
検

討
し
ま
す
。

⑨　

現
在
は
川
俣
ホ
ー
ム
１
カ
所
で

す
が
、
今
後
、
協
議
し
検
討
し
ま
す
。

⑩　

公
衆
電
話
は
町
内
16
カ
所
設
置

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
非
常
時
に
は

町
施
設
27
カ
所
に
設
置
可
能
で
す
。

⑪　

食
料
品
等
賞
味
期
限
の
あ
る
も

の
は
１
０
０
か
ら
２
０
０
程
度
で
、

計
画
的
な
購
入
に
努
め
て
い
ま
す
。

毛
布
等
は
約
３
０
０
組
備
蓄
し
て
い

ま
す
。

⑫　

学
校
等
で
は
年
に
１
度
、
総
合

避
難
訓
練
の
ほ
か
、
地
震
か
ら
身
を

守
る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
等
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
施
設
で
も
年

２
回
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑬　

補
助
制
度
の
創
設
に
向
け
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

19

農
業
再
建
に
つ
な
が
る
地
産

地
消
の
学
校
給
食
の
取
り
組

み
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
、

農
業
の
振
興
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
方
法
等
に

つ
い
て
検
討
す
る
ほ
か
、
生
産
者
グ

ル
ー
プ
の
方
と
相
談
し
て
地
元
産
の

食
材
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

質
問

町
長

一 般 質 問まちの課題を問う
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場
合
に
、
最
大
で
５
㌫
の
ポ
イ
ン
ト

還
元
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
対
象

店
舗
等
は
店
頭
ポ
ス
タ
ー
や
地
図
ア

プ
リ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④　

政
府
広
報
に
よ
り
周
知
が
行
わ

れ
て
い
る
ほ
か
、
町
で
は
広
報
か
わ

ま
た
に
事
業
者
向
け
の
制
度
説
明
会

等
の
周
知
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
本

年
10
月
号
に
も
制
度
周
知
の
掲
載
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

一 般 質 問

20

新 関 善 三 議員
にい　ぜき　ぜん　ぞう

本
年
10
月
１
日
か
ら
消
費
増

税
が
実
施
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

行
政
の
役
割
・
対
応
に
つ
い
て
質
す
。

①　

消
費
税
等
に
よ
り
、
町
に
交
付

さ
れ
る
、
社
会
保
障
、
年
金
、
医
療
、

介
護
、
幼
児
教
育
費
の
無
償
化
の
財

源
は
ど
う
増
額
さ
れ
た
の
か
。

②　

軽
減
税
率
対
策
に
つ
い
て
、
商

工
会
と
情
報
の
共
有
は
図
ら
れ
て
い

る
の
か
。

③　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
利
用
、

普
及
は
ど
の
よ
う
に
啓
発
し
消
費
者

に
ポ
イ
ン
ト
還
元
を
図
る
の
か
。

④　

消
費
税
変
更
に
伴
う
特
集
を
掲

載
し
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
税
は
、
公
平
、
中
立
、
簡

素
で
あ
る
べ
き
原
則
か
ら
す
る
と
複

雑
で
分
か
り
に
く
い
制
度
の
丁
寧
な

周
知
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、

当
局
の
対
応
策
に
つ
い
て
質
す
。

質
問

①
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
標
準
税
率
に
対
す
る

63
分
の
17
（
１
・
７
㌫
相
当
）
の
割

合
か
ら
、78
分
の
22（
２・
２
㌫
相
当
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
社
会

保
障
財
源
分
に
充
て
ら
れ
る
割
合
が

17
分
の
７
（
０
・
７
㌫
）
か
ら
、
令

和
２
年
度
に
21
分
の
11
に
、
令
和
３

年
度
に
22
分
の
12
（
１
・
２
㌫
）
へ
と
、

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
経
過
措
置
の
た
め
、

今
年
度
は
額
の
増
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②　

商
工
会
の
協
力
の
も
と
、
制
度

の
概
要
の
お
知
ら
せ
や
、
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
等
に
よ
り
周
知
さ
れ
て
い
ま

す
。

③　

ポ
イ
ン
ト
還
元
は
、
対
象
と

な
る
店
舗
に
お
い
て
、「
後
払
い
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
等
に
よ
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
支
払
っ
た

町
長

８％、10％の税率が混在するレジスター画面

消
費
増
税
の
対
応
・
対
策
は

周
知
に
努
め
ま
す
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は
生
産
量
が
少
な
く
、
イ
ン
パ
ク
ト

の
強
い
農
産
品
な
ど
が
適
し
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
中
で
も
、
ア
ン
ス
リ

ウ
ム
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
、
小
菊
な

ど
の
花
き
栽
培
は
、
取
り
組
み
や
す

く
、
安
定
し
て
い
る
品
種
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
所
得
が

得
ら
れ
る
農
業
を
や
る
に
は
、
本
人

の
栽
培
技
術
や
畑
な
ど
の
環
境
、
商

品
を
ど
う
販
売
す
る
か
な
ど
の
技
術

に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
勉
強
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
高

い
意
識
で
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
い
う
方
に
は
、
専
門
機
関
と
し

て
県
北
農
林
事
務
所
、
農
業
会
議
等

へ
の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。
町
で

は
相
談
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
提
供
、
ま
た
産
地
形
成
に
資
す
る

よ
う
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
等
に
積
極
的

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま ち の 課 題 を 問 う
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黒 沢 敏 雄 議員
くろ　さわ　とし　 お

①　

基
幹
産
業
と
言
わ
れ
る

農
業
の
あ
り
方
、
豊
か
な
農

村
環
境
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
方

法
は
。

②　

消
費
人
口
減
対
策
と
し
て
考
え

る
付
加
価
値
を
生
み
出
す
施
策
は
。

③　

町
に
あ
っ
た
内
容
は
。
儲
か
る

農
業
と
は
。

④　

遊
休
農
地
を
減
ら
す
方
法
、
活

用
は
。

①　

水
路
の
維
持
や
草
刈
り

な
ど
の
地
域
で
の
支
え
あ
い
、

ま
た
、
農
業
者
の
育
成
等
の
た
め
関

係
機
関
や
Ｊ
Ａ
等
と
の
連
携
し
た
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。
鳥
獣
対
策
支

援
員
の
育
成
や
、
大
学
、
地
域
等
と

の
連
携
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
③　

川
俣
シ
ャ
モ
の
※
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
取
得
や
、
ア
ン
ス
リ
ウ
ム
栽
培
、

山
木
屋
原
種
の
そ
ば
な
ど
、
ほ
か
で

今
後
の
農
業
振
興
計
画
は

各
機
関
連
携
し
振
興
に
努
め
ま
す

質
問

町
長

①　

道
の
駅
で
提
供
で
き
る

料
理
や
ス
イ
ー
ツ
を
開
発
し

て
は
ど
う
か
。

②　

当
町
に
あ
っ
た
作
物
は
。

③　

高
齢
者
で
も
楽
し
く
つ
く

れ
る
作
物
は
。

④　

も
っ
と
職
員
が
農
業
を
勉

強
し
て
ま
ち
お
こ
し
を
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

①　

近
畿
大
学
農
学
部

と
連
携
し
、
町
内
の
産

品
を
活
用
し
た
新
商
品
を
開
発

し
て
お
り
、
川
俣
シ
ャ
モ
を
使

っ
た
「
か
わ
ま
た
寿
司
」「
ア

ン
ス
リ
ウ
ム
ク
ッ
キ
ー
」
の
ほ

か
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た

お
菓
子
や
、「
シ
ャ
モ
す
き
焼

き
セ
ッ
ト
」
な
ど
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

質
問

②
③　

花
き
な
ど
の
施
設
園
芸
や
、

特
色
の
あ
る
作
物
の
導
入
が
適
し
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

④　

町
と
し
て
も
、
今
年
の
１
月
か

ら
、
新
た
な
産
品
、
地
域
お
こ
し
や
、

中
山
間
地
域
の
生
き
方
な
ど
を
学
ぶ

塾
に
、
職
員
を
ひ
と
り
参
加
さ
せ
て

い
ま
す
。
人
材
育
成
を
含
め
て
、
議

員
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
産
の
作
物
を
使
っ
て

ま
ち
お
こ
し
を

人
材
育
成
、
連
携
に

努
め
ま
す　
　
　
　

④　

後
継
者
不
足
、
高
齢
化
、
鳥
獣

被
害
等
、
地
域
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
の
計
画
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

を
作
成
し
、
農
業
委
員
会
と
協
力
し

て
農
地
の
集
約
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

※
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
…
農
業
生
産
工
程
管
理
。

認
証
を
受
け
る
こ
と
で
、
消
費
者
の
信

頼
性
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

町
長

開発したメニューを
川俣シャモまつりで出店する近畿大学
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高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
や
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
え

て
お
り
、
料
理
を
つ
く
る
の
も
大
変

な
方
が
い
る
。
高
齢
者
対
策
、
福
祉

事
業
と
し
て
、
12
月
に
お
せ
ち
料
理

の
宅
配
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

22

新
庁
舎
が
落
成
し
て
２
年
半

が
過
ぎ
た
が
、「
用
事
も
な

く
て
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
」
と

い
う
方
の
た
め
に
、
新
庁
舎
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
提
案
し
た
が
、
い
つ

始
め
る
の
か
。

福
島
市
役
所
で
行
わ
れ
て
い

る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
な

ら
っ
て
、
町
役
場
庁
舎
で
も
開
催
で

き
な
い
か
、
検
討
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
、
窓

口
業
務
に
支
障
の
な
い
音
量
な
ど
、

諸
条
件
の
下
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
検
討
、
研

究
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

菅野意美子 議員
かん　の　 い　 み　 こ

質
問

質
問

町
長

一 般 質 問

庁
舎
で
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

研
究
し
ま
す

高
齢
者
に

お
せ
ち
の
宅
配
を

会
食
の
機
会
を　

つ
く
り
ま
す

「
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

料
理
教
室
」「
い
き
い

き
料
理
教
室
」
等
各
種
事
業
の

ほ
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
し
て
実
施
し
て
い
る
「
高
齢

者
の
た
め
の
料
理
教
室
」「
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

会
食
交
流
会
」「
高
齢
者
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
の
食
に
関

す
る
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
に
限
ら
ず
、

お
年
寄
り
の
「
個
食
」
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
の
で
、
会
食
の

機
会
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
季
節
を
感
じ

る
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

お
せ
ち
料
理
を
検
討
し
ま
す
。

町
長

社会福祉協議会「ひとり暮らし高齢者のつどい」事業

山
木
屋
地
区
へ
の
帰
還
者
が

増
え
て
き
た
中
で
、
帰
還
者

の
方
か
ら
「
い
つ
ま
で
見
守
り
パ
ト

ロ
ー
ル
は
続
け
る
の
か
」
と
聞
か
れ

た
。
全
村
避
難
の
飯
舘
村
で
は
や
め

た
と
い
う
。
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。

質
問 山

木
屋
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は

い
つ
ま
で
続
け
る
の
か

見
直
し
も
含
め
て

検
討
し
ま
す　
　

山
木
屋
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
業
務
に
つ
い
て
は
、
治
安

の
維
持
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き

ま
し
た
。
避
難
指
示
解
除
後
も
、
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
犯
罪
等
の
抑

止
効
果
は
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
が
、
す
で
に
解
体
さ
れ

た
家
屋
も
多
く
、
業
務
効
率
も
低
下

し
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
自
治

会
と
十
分
に
協
議
し
、
来
年
度
に
向

け
、
見
直
し
も
含
め
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

町
長



かわまた議会だより

６
月
議
会
の
場
で
、
町
長
は

「
町
が
主
体
的
に
か
か
わ
る

も
の
で
な
い
」、「
消
防
団
と
協
議
し

て
ま
い
り
ま
す
」
と
答
え
て
い
る
が
、

条
例
を
守
る
か
ど
う
か
は
協
議
し
て

決
め
る
こ
と
で
は
な
い
。
町
長
が
指

示
し
て
守
ら
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

消
防
団
の
寄
附
行
為
に
つ
い

て
は
、「
み
だ
り
に
寄
附
金

を
募
り
、
又
は
営
利
行
為
を
な
し
、

若
し
く
は
義
務
の
負
担
と
な
る
よ
う

な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
、

寄
附
金
を
募
る
行
為
は
一
切
行
わ
な

い
よ
う
、
８
月
26
日
の
分
団
長
会
議

の
中
で
指
示
し
、
周
知
を
図
り
ま
し

た
。

地
域
産
業
を
発
展
さ
せ
る
た

め
に
も
、
川
俣
高
校
の
機
械

科
を
残
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

一
部
の
関
係
者
だ
け
の
集
ま
り
で
廃

止
を
決
め
て
良
い
の
か
。
町
当
局
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

川
俣
高
校
は
「
２
０
２
０
年

度
か
ら
５
年
間
は
、
１
学
年

普
通
科
１
学
級
の
本
校
化
【
地
域
協

働
推
進
校
】
と
し
て
存
続
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。」
と
こ
ろ
で
す
。

　

町
で
は
川
俣
高
等
学
校
活
性
化
協

議
会
に
よ
り
協
議
検
討
の
う
え
、
県

に
要
望
し
て
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

大
綱
木
経
由
針
道
路
線
バ
ス

の
よ
う
に
利
用
者
が
少
な
い

か
ら
廃
止
な
ど
と
な
っ
た
の
で
は
、

川
俣
町
が
陸
の
孤
島
に
な
っ
て
し
ま

う
。
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
も
含
め

た
高
齢
者
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

た
め
、
高
齢
者
へ
の
バ
ス
無
料
パ
ス

の
実
施
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

町
で
は
、
今
年
５
月
か
ら
は
、

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
運
行

に
つ
い
て
、
だ
れ
で
も
広
範
囲
に
移

動
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
わ
か
り
や

す
い
定
額
運
賃
と
な
る
よ
う
改
め
ま

し
た
。
路
線
バ
ス
の
無
料
パ
ス
の
あ

り
方
に
つ
い
て
は
、
今
後
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
ま
す
。

０
〜
２
歳
児
も
含
め
て
、
少

子
化
対
策
と
し
て
幼
児
全
面

無
償
化
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
。

10
月
か
ら
の
３
〜
５
歳
児
幼

稚
園
・
保
育
園
の
保
育
料
無

償
化
に
あ
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
保
育
料

に
含
め
て
有
料
で
あ
っ
た
、
保
育
園

の
お
か
ず
・
お
や
つ
代
と
、
幼
稚
園

の
牛
乳
代
に
つ
い
て
、
独
自
に
無
償

化
の
措
置
を
と
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

０
〜
２
歳
児
の
無
償
化
は
、
町
単

独
事
業
と
し
て
財
政
負
担
の
伴
う
こ

と
で
す
の
で
今
後
の
検
討
課
題
と
い

た
し
ま
す
。

遠 藤 宗 弘 議員
えん　どう　むね　ひろ
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ま ち の 課 題 を 問 う

幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

３
〜
５
歳
児
無
償
化
か
ら
開
始
し
ま
す

質
問

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

町
長

すみよし保育園のおかず給食

高
齢
者
バ
ス
無
料
パ
ス
の

実
施
に
つ
い
て

調
査
研
究
し
ま
す

川
俣
高
校

機
械
科
を
守
れ

連
携
し　
　
　
　

協
議
検
討
し
ま
す

町
長
は
消
防
団
に
条
例
を

守
れ
と
指
示
し
た
の
か

寄
附
行
為
の
禁
止
を

指
示
し
ま
し
た　
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草
刈
り
後
の
草
の
収

集
処
分
を
町
で
す
べ

き
と
考
え
る
。
業
者
に
委
託

し
、
収
集
処
分
し
て
は
ど
う

か
。

町
道
の
除
草
作
業
は
、

現
在
、
河
川
道
路
愛

護
活
動
に
よ
り
、
12
の
団
体

に
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
報
償
金
を
支
給
し
て
お

り
ま
す
が
、「
高
齢
化
が
進

む
中
で
、
こ
れ
以
上
の
草
刈

り
作
業
は
無
理
で
あ
る
」「
活

動
そ
の
も
の
が
難
し
い
」
と

言
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
事

業
者
に
委
託
す
る
こ
と
は
可

能
で
す
が
、
財
源
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
全
延

長
３
０
０
キ
ロ
㍍
以
上
あ
る
町
道
の

除
草
作
業
や
草
刈
り
後
の
収
集
処
分

に
つ
い
て
は
、
大
き
な
課
題
の
ひ
と

つ
で
す
の
で
、
最
善
な
方
法
等
を
研

究
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①　

ま
ち
な
か
の
空

洞
化
対
策
の
た
め
、

宿
泊
の
で
き
る
複
合
施
設
を

建
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

②　

ま
ち
な
か
で
宿
泊
可
能

な
人
数
は
。

③　

空
家
等
を
活
用
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
。

①　

中
心
市
街
地
で

宿
泊
が
可
能
な
施
設

は
、
一
期
一
会
と
千
歳
屋
の

２
か
所
だ
け
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
宿
泊
施
設
を
要
望
す

る
声
は
私
自
身
も
聴
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
民
業
を
圧

迫
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配

慮
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
用

地
や
費
用
の
課
題
も
あ
り
ま

す
の
で
、
時
期
を
見
て
可
能

性
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②　

宿
泊
可
能
な
人
数
は
、
一
期
一

会
で
21
人
、
千
歳
屋
で
10
人
と
お
聞

き
し
て
お
り
ま
す
。

③　

空
家
バ
ン
ク
に
登
録
を
い
た
だ

い
て
い
る
件
数
は
、
現
在
20
件
程
度

で
、
民
家
の
売
買
が
中
心
と
な
っ
て

い
ま
す
。

村 上 源 吉 議員
むら　かみ　げん　きち
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ま
ち
な
か
の
空
洞
化
解
消
を

宿
泊
施
設
建
設
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

質
問

質
問 町

道
の

維
持
管
理
に
つ
い
て

研
究
、
検
討
し
ま
す

一 般 質 問

瓦町の高橋家住宅で行われたコスキンコンサート

町
長

町
長

台風19号災害では建設事業者による懸命な復旧作業が行われました
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高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み

す
。
ま
た
、
県
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、「
古
関
裕
而
ゆ
か
り
の
地
か
わ

ま
た
Ｐ
Ｒ
事
業
」
を
実
施
し
て
ま
い

り
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

に
つ
い
て
は
、
３
月
27
日
、
山
木
屋

地
区
を
通
過
し
ま
す
。
そ
の
ス
タ
ー

ト
前
、
ゴ
ー
ル
後
の
時
間
帯
に
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
検
討
し
て
お
り
、
決
定

次
第
、
大
勢
の
方
に
山
木
屋
地
区
に

足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
応

援
者
を
募
集
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

来
春
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
エ

ー
ル
」
に
関
連
し
た
町
の
Ｐ

Ｒ
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
放
送
は
、

本
町
の
認
知
度
を
上
げ
る
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、
メ
デ
ィ

ア
等
を
フ
ル
に
活
用
す
る
ほ
か
、
福

島
市
と
も
連
携
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま

ル
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事

故
が
相
次
い
で
い
る
が
、
緊

急
対
策
と
し
て
、
ア
ク
セ
ル

の
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
の

取
り
付
け
費
用
、
ま
た
は
タ

ク
シ
ー
券
等
の
交
付
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

運
転
免
許
を
自
主
返

納
さ
れ
た
方
へ
の
支

援
と
し
て
、
一
般
社
団
法
人

福
島
県
タ
ク
シ
ー
協
会
で
乗

車
料
金
の
１
割
減
額
を
行
っ

て
い
る
ほ
か
、
川
俣
地
区
交

通
安
全
協
会
で
は
、
免
許
返

納
の
証
で
あ
る
「
運
転
経
歴

証
明
書
」
の
交
付
手
数
料
を

無
料
化
す
る
措
置
や
、
返
納

者
が
同
乗
す
る
車
の
ガ
ソ
リ

ン
代
、
洗
車
代
の
割
引
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ

ま ち の 課 題 を 問 う

運
転
免
許
自
主
返
納
者
等
に
補
助
を

研
究
、
検
討
し
ま
す

町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に

努
め
よ

努
め
て
ま
い
り
ま
す

説
明
会
で
は
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
、
通
学
路
や
駐

車
場
の
整
備
、
児
童
の
不
安
解
消
、

制
服
、
運
動
着
な
ど
に
様
々
な
要
望
、

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

10
月
ま
で
に
小
学
校
再
編
準
備
協
議

会
を
、
来
年
度
に
は
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
開
設
準
備
協
議
会
を
設

置
し
、
諸
課
題
へ
の
対
応
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
川
俣
小
学

校
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
基

本
設
計
業
務
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校

の
再
編
に
つ
い
て
は
、
学
校

等
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
提
案
に
基

づ
き
進
め
て
い
る
が
、
説
明
会
等
の

そ
の
後
の
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

学
校
等
再
編
の

進
捗
状
況
は

進
行
中
で
す

福島警察署川俣分庁舎内の返納窓口。お気軽においでください

質
問

質
問

町
長

町
長

教
育
長

質
問
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催
者
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
で

き
る
限
り
開
催
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

②　

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
基

づ
き
賑
わ
い
づ
く
り
等
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心
に
実

践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①　

年
間
を
通
し
て
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
組
ん
で
い
る
が

そ
の
成
果
は
。
住
民
負
担
や
地
域
と

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

②　

絹
蔵
な
き
あ
と
の
町
中
心
市
街

地
の
拠
点
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

①　

イ
ベ
ン
ト
の
多
く
は
実

行
委
員
会
組
織
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、
主
催
者

の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
主

消
防
団
手
当
の

引
き
上
げ
額
と

支
払
い
方
法
は
。
そ
の

額
は
適
切
な
の
か
。
ま

た
、
寄
附
行
為
の
廃
止

に
伴
う
団
の
運
営
費
や

研
修
費
の
計
上
、
出
動

手
当
な
ど
は
改
善
さ
れ

た
の
か
。本

定
例
会
で
改

正
案
を
提
案
し
、

表
の
と
お
り
、
報
酬
、

手
当
の
待
遇
改
善
を
図

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
改

正
後
の
県
内
市
町
村
と

の
比
較
で
は
、
町
村
で

も
っ
と
も
高
く
、
全
体

で
も
郡
山
市
に
次
ぐ
額

に
な
り
ま
す
。
今
回
、

不
祥
事
が
あ
っ
た
こ
と

菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず
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町
消
防
団
の
待
遇
は
改
善
さ
れ
た
か

一
部
幹
部
を
除
き
改
善
を
図
り
ま
し
た

町
活
性
化
の

方
針
・
具
体
策
は

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

実
践
し
ま
す　
　
　
　

仮
置
き
場
返
還
は
い
つ
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
除
染
土
壌

の
公
共
事
業
利
用
に
反
対
す
る
方
針

に
変
更
は
な
い
か
。

山
木
屋
地
区
を
除
く
町
内
に

は
22
箇
所
の
仮
置
き
場
が
あ

り
、
う
ち
６
カ
所
で
搬
出
を
完
了
し
、

順
次
地
権
者
に
返
還
し
て
い
き
ま
す
。

山
木
屋
地
区
は
環
境
省
が
地
権
者
皆

様
と
協
議
中
で
、
本
年
度
は
５
か
所
、

令
和
５
年
度
ま
で
に
９
割
を
返
還
す

る
予
定
で
す
。

　

汚
染
土
壌
の
再
利
用
は
、
環
境
省

が
示
し
た
も
の
で
す
が
、
住
民
に
理

解
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
町
と
し

て
も
全
く
再
利
用
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

仮
置
き
場
の
返
還
は

地
権
者
と　
　
　
　

協
議
し
て
い
ま
す

質
問

町
長

消防団員の報酬等

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
消
防
団
幹
部
と

協
議
し
、
活
動
に
必
要
と
思
わ
れ
る

額
を
計
上
し
ま
し
た
。
地
域
性
や
財

政
事
情
等
も
考
慮
し
、
妥
当
と
判
断

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
か

ら
団
員
個
人
の
指
定
口
座
に
直
接
振

り
込
み
い
た
し
ま
す
。

質
問

質
問

町
長

町
長

団 長
副 団 長
分 団 長
副 分 団 長
部 長
班 長
団 員
機能別団員
出 動
機 械 整 備
運 転 手（年）

消防団員報酬等 現　状
２２８,０００
１５０,０００
１２０,０００
８２,０００
６２,０００
４３,０００
２７,０００
６,０００
１,１６０
６３０

１４,２００

改正後
２２８,０００
１５０,０００
１２０,０００
９０,０００
７０,０００
５０,０００
３５,０００
６,０００
２,２００
１,０００
１５,０００

差　額
－
－
－
８,０００
８,０００
７,０００
８,０００
－
１,０４０
３７０
８００

報　
　
　

酬
（
年
）

手
当（
回
）

一 般 質 問まちの課題を問う



　

８
月
６
日
か
ら
８
日
ま
で
、
２
委

員
会
合
同
で
所
管
事
務
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

京
都
府
精
華
町
で
は
、
予
算
、
決

算
を
一
貫
し
て
審
議
し
て
お
り
、
ま

た
、
事
務
事
業
評
価
を
基
に
委
員
会

で
も
評
価
し
意
見
す
る
な
ど
、
議
会

の
主
体
性
と
責
任
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

斑
鳩
町
で

は
、
予
算
、

決
算
に
つ
い

て
は
、
そ
の

都
度
特
別
委

員
会
を
設
置

し
て
審
議
し

て
い
ま
す
が
、

当
町
の
審
議

方
法
と
多
く

類
似
し
て
お

り
、
活
発
な

意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

７
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
所
管
事

務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
市
で
は
、
ロ
ッ
ク
に
よ
る
官

民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
「
コ
ザ
・
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
」
を
、
名
護
市

で
は
、
公
設
民
営
の
農
産
物
加
工
・

販
売
施
設
「
な
ご
ア
グ
リ
パ
ー
ク
」

を
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
宜
野
湾

市
で
は
基
地
問
題
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
離
島
、
基
地

問
題
な
ど
の
条
件
不
利
地
で
す
が
、
そ
れ
で
も
人
口
増

に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
学
ぶ
と
こ
ろ
の
多
い
視
察
で
し

た
。

　

７
月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
、
所
管

事
務
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

鳥
羽
市
は
、
市
民
と
議
会
と
の
話

し
合
い
の
場
「
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ａ
ミ
ラ
イ
ト

ー
ク
」
を
議
員
が
自
ら
主
催
し
運
営

す
る
な
ど
、
議
会
改
革
の
先
進
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
伊
勢
町
で
は
、
議
員
提
案
で
特

産
の
魚
消
費
拡
大
応
援
条
例
を
制
定

し
た
り
、
各

種
団
体
に
出

向
い
て
意
見

を
交
換
し
た

り
す
る
な
ど
、

議
会
の
積
極

性
と
行
動
力

が
大
い
に
参

考
に
な
り
ま

し
た
。
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所管事務調査
議 会 運 営 委　員　会

所管事務調査
総 務 産 業 常任委員会

合同所管事務調査
予 算 決 算 常任委員会

三
重
県
鳥
羽
市
、

　
　
　

南
伊
勢
町

沖
縄
県
沖
縄
市
、名
護
市
、

宜
野
湾
市　
　
　
　
　
　

京
都
府
精
華
町
、

奈
良
県
斑い

か
る
が鳩

町　

鳥羽市議会での調査

宜野湾市庁舎より普天間飛行場を望む

精華町議会の皆さんと



かわまた議会だより 28

●町民581人が避難し、避難所13カ所を設
　けて受け入れた。
●人命、ライフライン復旧を優先して対応中。
●町民から通報のあった約300件を23班体
　制で調査中。今後ますます増えると考える。
●宅地災害関連の補助を検討し、町専決で補
　正予算を計上して速やかに対応する。
●河川、国道については県に通報し、町でも
　できる限りの対応をしている。

●早急に罹災証明書の発行手続きを。
●補助要件、手続き等、行政区長を通じて早
　急に伝達を。
●町道に限らず生活道の復旧を早急に。
●補助には、財政調整基金の活用を。

報　　告　　　　　　　　　　※10月15日時点

主な意見

川俣町役場　　　　　　　　　　 133
いきいき荘　　　　　　　　　　　50
本町コミュニティ消防センター　　51
鶴沢公民館　　　　　　　　　　　24
小神公民館　　　　　　　　　　　10
福沢公民館　　　　　　　　　　　40
福田公民館　　　　　　　　　　　26
小島ふるさと交流館　　　　　　　66
飯坂公民館　　　　　　　　　　　29
大綱木下組集会所　　　　　　　　10
小綱木公民館　　　　　　　　　　10
山木屋公民館　　　　　　　　　　 2
川俣町中央公民館　　　　　　　 130
合計　　　　　　　　　　　　　 581

台
風
に
よ
る

台
風
に
よ
る

避難状況（12日～13日の最大人数）

被害にあわれた皆様に

　心よりお見舞い申し上げます

小島岩阿久地内では住宅１軒と橋が流されました

　

10
月
12
日
に
日
本
列
島
を
直
撃
し
た
台
風
19
号
は
、

本
町
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
15
日
午
前
に
緊
急
の
全
員
協
議
会
を
開

催
し
、
町
か
ら
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
、

復
旧
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
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※10月14日時点

町道の通行止め箇所（災害箇所）

道場・七窪線　　（字七窪地内）
新関前・細越線 （小島字細越地内）
長滝若松線　　　（小綱木字若松地内）
杉坂大木田線　　（東福沢杉ノ内地内）
倉作線　　　　　（字倉作地内）
遠西田代線　　　（小島字小ヶ坂地内）
頭陀寺線　　　　（飯坂字秋葉森山地内）

土 砂 崩 れ

住　宅　等
　住 宅 浸 水
全壊（流失）
宅 地 冠 水

道　　　路
河川・水路
橋　　　梁

369
92
2
8

233
23
3

※10月21日時点

主な被害状況

小綱木若松地内小綱木若松地内

10月12日　役場避難所として３階も解放10月12日　役場避難所として３階も解放

飯坂小学校では橋が落下飯坂小学校では橋が落下

国道114号　小綱木泡吹地地内国道114号　小綱木泡吹地地内

国道114号　山木屋菅ノ又地内国道114号　山木屋菅ノ又地内 東福沢杉ノ内地内東福沢杉ノ内地内



新中町新中町

斎 藤 幸 子斎 藤 幸 子さんさん

　

議
会
だ
よ
り
編
集
中
に
発
生

し
た
台
風
19
号
で
は
、
町
内
全

域
で
甚
大
な
被
害
が
出
て
お
り

ま
す
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
平
成
29
年
３
月
号

よ
り
現
在
の
委
員
で
発
行
し
、

今
号
が
私
ど
も
の
任
期
の
最
終

号
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
の
働

き
が
町
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や

す
く
、
そ
し
て
よ
り
身
近
に
、

を
心
が
け
て
発
行
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
間
、
ワ
イ
シ
ャ

ツ
の
収
受
問
題
等
当
局
の
様
々

な
秘
匿
し
た
い
こ
と
を
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
10
月
10
日
の

全
員
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かわまた議会だより　第171号
●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　昭和36年、36歳のとき、婦人会のお誘い
を受け、川俣に生まれ育った者の当然の事柄
として入会したところ、総会に初出席の場で
会長に選任されました。そのときは子育ても
あり、任期途中の１年で退任させていただき
ましたが、子どもの結婚を経て、夫の理解と
協力もあり、昭和52年に再び会長に就任し、
令和元年まで務めさせていただきました。40
余年、94歳となり振り返ってみますと、心身
ともに健全に過ごすことができましたのは、
家族、親族はもちろん、婦人会の多くの仲間
に育てていただいた賜物と感謝しております。
　一人の小さな手　何もできないけれど
　それでもみんな集まれば

なにかが出来る　なにか出来る　
　この「小さな手」の歌のように、人生100
年時代です。学歴では得られない社会教育の
場、婦人会活動に参加し、生活者として、女
性として、大きな声を発していきませんか。
これからの川俣町のために。

婦人会と
　社会参加
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集
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記
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記

　７月31日、桑折町多目的スタジオ「イコーゼ！」
で行われました。
　当町からは、要望事項２件、特別決議１件を提
案し、全会一致で可決されました。

【当町からの要望事項等】
●復興事業に係る財源の確保について
●広瀬川河川改修について
●東京電力福島第一原子力発電所事故への対応に
　関する特別決議
　その後、福島大学農学群食農学類長の生源寺眞
一氏から演題「近未来の食料・農業・農村と福島
大学食農学類」について講演がありました。

議決後の万歳三唱

伊達郡町議会議員大会

11月10日㈰は選挙投票日です！

地域の将来のため、大切な一票を！
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　　　期日前投票 11月1日～
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　　　期日前投票 11月6日～
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